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1. エグゼクティブサマリ

2. 製造業データ連携において横断であるべきID附番

A) 産業機械を活用して目指すデータ連携とID附番検討の必要性

B) 産業機械のIDにおいて求められる要件

参考) 製造データ活用基盤の拡張に向けた検討

3. 製造業データ連携のユースケース検討結果

A) 製造プラットフォーマーを介したデータ利活用ユースケース

a. 加工工程の状態監視

b. 工場全体の生産計画最適化

c. 生産ロスの分析

B) 3DAデータの活用ユースケース

アジェンダ
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◼ものづくりの全体プロセスをデジタル技術によって最適化するスマートマニュファクチャリング*1では、対象となる領域が多岐にわたり、フォーカスす

べきテーマも幅広く存在します。

１．製造業データ連携において横断であるべきID附番の姿

製造業におけるデータ連携のユースケース例

ものづくりの領域 プロダクションチェーン領域エンジニアリングチェーン領域 サプライチェーン領域 サービスチェーン領域

フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
テ
ー
マ
・
課
題

開発・設計・生産サイクル向上

✓ 開発・設計・生産のデータを連携し、

手戻りを削減することで製品投入まで

のLTを短縮する

生産を考慮した開発・設計

✓ 設計段階で生産工程や設備制約を

シミュレーションし、量産段階での不良

を防ぐ設計を行う

設計・生産準備の連携

✓ CADやBOMの情報と生産データを同

期させることで、設計変更を量産準備

に即時反映可能にする

地政学・環境規制リスク対応

✓ 特定地域や素材への依存度を分析

し、リスク発生時の供給途絶を回避す

る

サプライチェーン全体の需給最適化

✓ 需要予測に基づいて在庫や輸送を最

適化することで、リードタイム及び在庫

コストを削減する

需給変動への対応

✓ 需給の変動に対して、生産・調達を動

的に再編成することで、欠品や過剰在

庫を防ぐ

工場操業度の把握と最適化

✓ 複数工場の生産実績や稼働率を可

視化し、拠点間の生産バランスを自動

調整することで、生産最適化を実現す

る

工程横断での設備稼働最適化

✓ 設備稼働状態をモニタリングし、稼働

率や保全タイミングを最適制御すること

で、停止ロスを最小化する

設備の異常検知

✓ 設備センサーを監視し、異常な状態を

検知することで、不良や設備停止を未

然に防ぐ

顧客起点の製品付加価値向上

✓ 顧客から収集した利用データや要望を

設計・開発プロセスにフィードバックし、

製品価値の向上を目指す

サービスプロモーション

✓ 顧客の利用状況に基づき、製品情報

等を発信することで、顧客満足度と製

品販売機会を高める

顧客接点の最大化

✓ 製品利用データやフィードバックを収集・

分析することで、最適な提案やサポート

を提供する

経営

現場改善

ユースケース例

*1出所:国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構公表「スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン(第2版)」(https://www.nedo.go.jp/library/smart_manufacturing_guideline.html)を参照し

アビームコンサルティングにて作成
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◼Open Data Instituteが定義するIDの構成要素*1は10項目あり、この構成要素を基に産業機械IDに求められる要件を整理することが必要

です。

１．製造業データ連携において横断であるべきID附番の姿

IDを構成する要素

*1出所 : Open Data Institute 「Optimizing Identifiers for Open Data Value」（https://www.scribd.com/doc/245019844/Creating-Value-with-Identifiers-in-an-Open-Data-World）より

アビームコンサルティングにて作成

1. 識別対象の属性

• 利用者間で一意に参照される対象物の特性

3. IDの構文

• 識別子の構造、形式、使用される文字種の範囲

2. 識別の粒度

• 個体識別性や製造日時等の利用文脈に合わせて追加される属性

8. IDの発行主体

• IDを発行する主体

7. IDと識別対象の対応関係の管理

• IDと識別対象が対応していることを担保して管理する方法

4. IDの安定性

• IDの再利用や再割り当てのルール

10. ガバナンス

• IDのルールを変更する方法や変更時の整合性担保の方法

6. 利用スコープ

• 企業内やサプライチェーン内等の想定利用スコープ

5. （IDの再利用を前提にする場合）有効期間の定義

• 特定の期間のみ有効なIDについての変更履歴管理ルール

9. IDルール

• IDの管理者や利用者が遵守するべきルール

































Conf ident ia l  ©︎2025 ABeam Consulting Ltd. 37

◼産業機械のIDは、複数の領域における多様なユースケースで活用できるよう、必要な要件を満たしている必要があります。

１．製造業データ連携において横断であるべきID附番の姿

産業機械のIDに対して求められる要件

# 識別子の構成要素 産業機械IDに求められる要件

1 識別対象の属性 ✓産業機械を対象にIDを附番すること

2 識別の粒度 ✓ IDに対して後から属性を追加しやすいこと

3 IDの構文 ✓ IDそのものに原則として意味を付加しないこと

✓物理コードによる連携が可能であること

4 IDの安定性 ✓ IDの再利用や転用を禁止すること

5 (IDの再利用を前提にする場合)

有効期間の定義
IDの再利用禁止を前提とするため、不要

6 利用スコープ ✓産業機械IDが一意であること

7 IDと識別対象の対応関係の管理 ✓ IDの発行プロセスを簡素で平易なものにすること

8 IDの付与主体 ✓一部の業界・企業に偏らない中立的組織がIDを管理すること

✓ルール設計、ID発行、ID附番を行う主体を適切に分けることで、ID利用を簡易化すること

9 IDルール ✓不正なID附番を防ぎ、不正者がペナルティを追いやすいルールとすること

✓業界に合わせたIDの発行ルールを設けること

10 ガバナンス ✓継続的にIDのルールを更新できる管理体制とすること
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◼製造DX拠点構想のユースケース実現を見据え、必要となる6つの整理項目について検討を実施しました。

２．製造業データ連携のユースケース検討結果

本調査事業における検討内容

1. 背景と目的

• ユースケースの実装価値、どのような課題を解決するためのものか

3. 有効性・必要性

• 各ステークホルダー（特に製造企業）がユースケースを活用する効果

2. 開発に向けて必要なデータ

• ユースケース開発のために必要となるデータ種別

4. 想定事業者

• 製造プラットフォーマーとして実装に取り組む企業、開発に向けてデータ提供

等で協力する企業、ユースケース活用により競争力向上が期待される企業

6. 開発における基本工程

• ユースケース実現に向けて実施する基本的な工程と想定スケジュール

5. 課題・懸念

• ユースケースの実現や製造プラットフォームの展開のために突破しなくてはなら

ない課題や懸念






